事業報告 2015年度 by unknown
事業報告 2015年度
雑誌名 関西大学インフォメーションテクノロジーセンター
年報 : ITセンター年報
巻 6
ページ 49-64
発行年 2016-07-01
URL http://hdl.handle.net/10112/00018844
事 業 報 告
2015年度
－ 49 －
関西大学 ITセンター年報 第 6 号（2015）
2015年度 事業報告
センター組織
　昭和57（1982）年 4 月 1 日、千里山キャンパスに「関西大学情報処理センター」が設置さ
れ、平成16（2004）年 4 月 1 日、同キャンパス内にある円神館への移転に伴い「関西大学イ
ンフォメーションテクノロジーセンター（通称ITセンター）」へ名称変更された。コンピュ
ータ・ネットワークシステムの管理運営にあたっては、学長傘下の全学的な組織として、「IT
センター委員会」がその役割を担っている。
　同委員会は、センター所長、副所長＊1、及び法、文、経済、商、社会、政策創造、外国語、
人間健康、総合情報、社会安全、システム理工、環境都市、化学生命の各学部から 1 名、学
長補佐から 1 名、総務局長、学長室長、学術情報事務局長、学術情報事務局次長の合計19名
で構成されている。
　同委員会の目的は、コンピューターシステムと学内ネットワークを整備し、教育・研究の
充実ならびに事務効率を向上させることにある。また、同委員会では、ITセンター業務の自
己点検、評価を行うため、「IT センター自己点検・評価委員会」を設置している。加えて、
所員 5 名が各システムの有効活用のため、技術支援を行っている。
　なお、事務組織として、ネットワークの運用、教育・研究活動の支援、マルチメディアコ
ンテンツ管理などを行うシステム管理課、システムの設計、開発及び運用、保守を行うシス
テム開発課とがある。
＊ 1 　副所長は各学部からの委員のうち、 1 名が兼ねる。
＊ 2 　2015年度は開催せず。
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IT センター委員会委員
2015年 4 月 1 日
所　　属 資　格 氏　　名
所 長（文）教 授 柴　田　　　一
副 所 長 （システム）准教授 榎 原 博 之
法 学 部 教 授 寺　川　　　永
文 学 部 准 教 授 門 林 岳 史
経 済 学 部 教 授 新 熊 隆 嘉
商 学 部 教 授 矢 田 勝 俊
社 会 学 部 教 授 久 本 博 行
政策創造学部 准 教 授 橋 口 勝 利
外 国 語 学 部 准 教 授 水　本　　　篤
人間健康学部 助 教 森　田　亜矢子
総合情報学部 教 授 荻 野 正 樹
社会安全学部 准 教 授 河 野 和 宏
環境都市工学部 准 教 授 壇　　　寛　成
化学生命工学部 准 教 授 安 原 裕 紀
学 長 補 佐（化学生命）教授 青 田 浩 幸
総 務 局 局 長 土 橋 良 一
学 長 室 室 長 川 畑 一 成
学術情報事務局 局 長 篠 塚 義 弘
学術情報事務局 次 長 中 芝 義 之
IT センター自己点検・評価委員会
2015年 4 月 1 日
所　　属 資　格 氏　　名
副 所 長 （システム）准教授 榎 原 博 之
法 学 部 教 授 寺　川　　　永
経 済 学 部 教 授 新 熊 隆 嘉
外 国 語 学 部 准 教 授 水　本　　　篤
化学生命工学部 准 教 授 安 原 裕 紀
人間健康学部 教 授 三 浦 敏 弘
社会安全学部 准 教 授 河 野 和 宏
学術情報事務局 局 長 篠 塚 義 弘
学術情報事務局 次 長 中 芝 義 之
システム管理課 課 長 柿 本 昌 範
システム開発課 課 長 鎌 田 正 彦
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IT センター次長
2015年 4 月 1 日
役　　職 氏　　名
次 長 中 芝 義 之
システム管理課
2015年 4 月 1 日
役　　職 氏　　名
課 長 柿 本 昌 範
6 等 級 専 任 職 夏　田　　　望
課 長 補 佐 笹　川　　　剛
専 任 職 員 徳 永 賢 太
専 任 職 員 西 脇 和 彦
専 任 職 員 雨 森 康 倫
専 任 職 員 川　邉　　　剛
専 任 職 員 大　内　　　愛
専 任 職 員 榊 原 和 弘
専 任 職 員 村 田 直 也
定 時 職 員 筒　井　　　忍
定 時 職 員 藤 井 香 苗
システム開発課
2015年 4 月 1 日
役　　職 氏　　名
課 長 鎌 田 正 彦
6 等 級 専 任 職 大 西 貞 行
課 長 補 佐 砂 田 吉 史
専 任 職 員 内 藤 郁 郎
主 任 長 畑 俊 郎
専 任 職 員 小野田　高　志
専 任 職 員 温 井 章 文
専 任 職 員 渕 上 裕 一
専 任 職 員 三知矢　真　希
専 任 職 員 森 田 弘 一
専 任 職 員 宮 口 岳 士
専 任 職 員 後 藤 拓 真
定 時 職 員 江　口　真知子
IT センター所員
2015年 4 月 1 日
所　属 資　格 氏　　名
経 済 学 部 准 教 授 稲　葉　　　大
社 会 学 部 准 教 授 保 田 時 男
人間健康学部 教 授 三 浦 敏 弘
総合情報学部 教 授 林 勲
社会安全学部 准 教 授 河 野 和 宏
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委員会活動
　IT センターは、各委員会活動を経て運営されている。2015（平成27）年度に開催された
会議と議事は以下のとおりである。
IT センター委員会
2015年 4 月30日（第 1 回）（持ち回り）
議　題
1  平成27年度 IT センター新規事業に
ついて
2  セキュリティポリシー実施規程につ
いて
3  迷惑メール対策について
報告事項
1  平成27年度センター委員会・所員会
議スケジュールについて
2  情報システム利活用に関する提案シ
ートについて
3  サテライトステーション廊下部分の
撤去について
4  セキュリティ啓蒙キャンペーンにつ
いて
5  インフォメーションシステムの利用
状況について（ 3 月～ 4 月）
6  その他
2015年 6 月 3 日（第 2 回）
議　題
1  H28年度 IT センター新規事業（案）
について
2  情報システム利活用に関する提案シ
ートの提出状況について
3  Web会議システム（VQSコラボ）の
停止について
報告事項
1  迷惑メール対策について
2  サテライトステーション廊下部分の
撤去について
3  情報セキュリティ啓蒙キャンペーン
について
4  授業支援システムの停止について
5  KUWi-Fi障害について
2015年 7 月 1 日（第 3 回）
議　題
1  情報システム利活用に関する提案シ
ートの回答（案）について
2  次年度新規事業（案）について
報告事項
1  標的型攻撃メールについて
2  法定停電に伴うネットワーク、サー
ビスの停止について
［予定： 8 月17日（月）午後～
 　　　  8 月19日（水）午前］
2015年 8 月 5 日（第 4 回）
議　題
1  次年度新規予算申請項目について
報告事項
1  法定停電に伴うシステム停止のスケ
ジュールについて
2  夏季休暇に向けたセキュリティ対策
について
3  Office365ProPlus について
2015年 9 月 3 日（第 5 回）
議　題
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1  次年度新規予算申請項目について
報告事項
1  パスワード変更（文字数 8 桁固定）
について
2  IT センターオープン PCコーナー 2
の更新について
3  IT センターサービスの Windows10
への対応について
（Active!Mail、関大ファイル便、関大
My ボックス、インフォメーションシ
ステム）
4  法定停電に伴う各種サービス停止の
結果報告について
5  インフォメーションシステムのメン
テナンスに伴うサービスの停止につい
て
6  情報セキュリティ対策の配慮につい
て（大阪府警）
2015年12月 2 日（第 6 回）
議　題
1  尚文館マルチメディア施設等の利用
について
2  MicrosoftOffice365Proplusのサー
ビス開始について
3  授業利用ホームページ公開サービス
の運用終了について
報告事項
1  文科省「ICT活用教育の推進に関す
る調査」アンケートの協力依頼につい
て
2  関大 My プリントのサービス開始に
ついて
3  平成28年度利用相談員の業務内容改
定について
4  SINET5移行について
5  新 LMS のサービス開始について
6  卒業・退職予定者へのサービス利用
期間のアナウンスについて
2016年 3 月11日（第 7 回）
議　題
1  次年度予算について
報告事項
1  年度末年度始めに向けての連絡事項
2  Office365のサービス開始について
3  SINET5への移行に関する進捗状況
について
4  ITNavi の配付について
5  教材コンテンツ制作依頼書の変更に
ついて
6  ITに係わる施策・イベント等の業務
報告（第 4 回 IT 政策専門部会資料）
7  教研用メーリングリスト管理者確認
について
IT センター運営委員会
（平成27年度は開催せず）
IT センター所員会議
2015年 4 月15日（第 1 回）
議　題
1  迷惑メール対策について
2  セキュリティ啓蒙キャンペーンにつ
いて
3  IT センターオープン PCコーナー開
館時間の変更について
4  その他
2015年 5 月20日（第 2 回）
議　題
1  情報セキュリティ啓蒙キャンペーン
について
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2  次年度新規事業（案）について
3  Web会議システム（VQSコラボ）の
停止について
4  その他
2015年 6 月17日（第 3 回）
議　題
1  情報システムの利活用に関する提案
シートの回答（案）について
2  クラウド化について
3  BYOD について
4  情報セキュリティ啓蒙キャンペーン
について
2015年 7 月15日（第 4 回）
議　題
1  クラウド化について
2  BYOD について
3  その他
2015年 9 月16日（第 5 回）
議　題
1  次年度新規予算申請項目について
2  クラウド化について
3  BYOD について
4  その他
2015年10月21日（第 6 回）
議　題
1  クラウド化について
2  BYOD について
3  その他
2015年11月18日（第 7 回）
議　題
1  マルチメディア施設等の利用につい
て
2  クラウド化について
3  BYOD について
4  その他
2016年 1 月20日（第 8 回）
議　題
1  クラウド化について
2  BYOD について
3  メーリングリストのドメインチェッ
クについて
4  その他
報告事項
1  関大 LMS（新 LMS）操作説明会に
ついて
2  ITNavi2016スタートガイドブック
（表紙サンプル）
3  メンテナンスに伴うサービスの停止
について
 日　時： 3 月 5 日（土）　16：00～
　　　　　 3 月 6 日（日）　6：00
 対　象：関西大学 Web サイト、IT セ
ンターWebサイト、メーリン
グリストサービス
4  Office365サービス開始の延期につ
いて
2016年 3 月25日（第 9 回）
議　題
1  クラウド化について
2  BYOD について
3  情報セキュリティキャンペーンにつ
いて
4  報告
IT センター自己点検・評価委員会
（平成27年度は開催せず）
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活　動　報　告
　今年度の活動について、学外へ接続するために必要な学術情報ネットワークが、SINET5
に更新されるのに伴って、学外接続環境の切替をおこない、よりハイレベルな学術情報基盤
との接続を可能にした。さらに SINET5のネットワーク拠点に新たに仮想化サーバを整備す
ることで、高速かつ24時間365日の運用が可能な情報基盤を確立した。また、高槻キャンパ
ス、高槻ミューズキャンパス、堺キャンパスでは、導入後 5 年以上が経過し、主にサポート
が終了したネットワーク機器を更新することで、安定運用が継続できるようになった。千里
山キャンパスでは、教育研究用の有線 LAN に、侵入や不正なアクセスを未然に防ぐための
セキュリティ装置である IPS システムを導入し、事務用 LANには、MACアドレス認証シス
テムを導入することで、ネットワークのセキュリティを向上することが可能となった。
　情報教室設備では、IT センター 4 階のオープン PCコーナーにセキュリティの向上と運用
管理コスト削減、長期の安定利用を目的にデスクトップ仮想化端末（VDI）を導入した。千
里山キャンパス第 2 学舎 AV・PC-1、AV・PC-2 教室、社会安全学部 IT2、IT3、CALL 教
室、および人間健康学部 PC-A、PC-B 教室のパソコン等情報機器を更新し、各学部の意向
に沿った授業運営が可能となる環境整備を行った。またマルチメディアスタジオ設備を充実
させ、アクティブラーニング等、教育の質向上に資する取り組みをおこなった。
　業務システム系の開発運用では、一昨年度から進めている「仮想化サーバを核としたプラ
イベートクラウド環境」の整備と同環境へのシステム移行を引き続き実施した（インフォメ
ーションシステム、法人系システム他 5 システム）。なお、この移行計画は次年度をもって一
旦完了する予定である。また、これに加え新規システムである「関大LMS」・「電子決裁シス
テム」ほか全 5 システムも同環境内に構築された。
　サービス系システムにおいては、当面の課題と位置付けているスマートフォン対応につい
て、各システムでの検討を進めている。本年度は、全学生対象であることから特に期待が高
かった「スマートフォン版履修登録機能」を開発しサービスを開始し、利用率は全学生の約
88％を記録した（成績発表のスマートフォン利用率は90％を超えている）。
　IT センターでは、高度で先進的な IT 基盤の整備や、ICT を利活用して教育の質保証を推
進するべく①教育・研究環境やネットワークなどの IT情報基盤の整備・充実、②「eラーニ
ングシステム」の活用促進、③携帯情報端末やデータ分析ツールなどを活用した次世代情報
システムへの展開などを中期的政策の柱として取り組み、サービス向上に向け着実な活動を
続けていきたいと考えている。
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1　教育・研究支援
・IT センター 4 階のオープン PC コーナー 2 を全面的にリプレースした。仮想 PC 方式を
用いることにより起動の高速化とセキュリティの向上を実現した。また、印刷利用に特
化した印刷専用 PC コーナーを新設し、座席の回転率を上げ、混雑解消を図った。
・自分のノートパソコンを無線 LAN（KUWi-Fi）などに接続し、IT センター、サテラ
イトステーションに設置されたプリンタで印刷することができる「関大 My プリント」
のサービスを開始した。
・人間健康学部の PC-A、PC-B 教室、および社会安全学部の IT2、IT3、CALL 教室のパ
ソコンを全面的にリプレースした。性能向上を図ることにより、学部の教育方針に沿っ
たより使いやすい環境を整備した。またシンクライアントシステムの変更により起動の
高速化を実現した。
・Microsoft 社が提供するクラウドサービスであるOffice365ProPlus を導入し、学生およ
び教職員の在籍中は MicrosoftOffice の最新版が個人のパソコン等に無料で利用可能と
した。
2　ネットワーク整備
・国内の学術機関などを結ぶ学術情報ネットワーク SINETが、SINET4から SINET5へ移
行されたことに伴い、学外ネットワーク接続の経路を見直し、信頼性、安定性の向上を
おこなった。
・関西大学トップページおよび、メーリングリストサーバーの、365日24時間運用のため
に、データセンターへの移行をおこないサービス向上をおこなった。
・千里山キャンパスの事務ネットワークの端末接続速度向上をおこなった。同時に、事務
ネットワーク接続のセキュリティ向上のためにMAC アドレス認証を導入した。
・無線ネットワークのアクセスポイントを、高槻ミューズキャンパスに26台、高槻キャン
パスに 1 台追加し、ユーザへのサービス拡大をおこなった。
・学内ネットワークに対して、不正侵入防止を目的としたネットワーク可視化システムを
導入し、セキュリティ向上を図った。
3　マルチメディアコンテンツ
・尚文館マルチメディアスタジオの機能強化として、照明、クロマキー及びジブアーム等
を導入し、高品質な反転授業用のコンテンツや広報用の動画コンテンツを作成した。
・学内で実施された各種公開講座やセミナー等を収録及び編集し、多様なメディアで視聴
できるよう配信した。
・入学式、卒業式等の各種学内イベントを、Ustream でライブ動画の配信をおこなった。
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4　広報
・ 5 月11日（月）～16日（土）までの期間を情報セキュリティ啓発、情報リテラシー向上を目
的に、情報セキュリティキャンペーンを実施し、ポスター掲示や講習会の開催、セキュ
リティ関連の情報を IT センターホームページで公開した。
5　開発
【関大 LMS】
・2014年度まで運用されていた「授業支援システム」の後継として、授業に関連する教材
やテストの作成及び定時レポート提出や採点などをWEB上で行え、PCだけでなく、ス
マートフォンやタブレット端末でも同様の機能が利用できるシステムを構築し、2016年
度から運用される。
【国際部奨学金システム】
・留学生に対する奨学金の受給者や授業料減免者などを選考、決定、管理支援するシステ
ムを構築した。
【まな BOX】
・初等部・中等部・高等部における児童生徒の学びの足あとを残し、能動的で自立した学
習者を育むポートフォリオシステムを構築した。成果物の蓄積、評価、ショーケースな
どの機能を有する。
【電子決裁システム】
・学内の意思決定ツールである「起案書」・「報告文書」について、手続きの迅速化・効率
化を図るため新たなシステムを構築した。併せてそれらの結果情報を文書管理システム
に自動連携する機能を組み込み、情報共有を効果的に行える環境を整備した。なお、構
築に当っては決裁者や合議先の在り方も検討対象とし、可能な限りの簡素化を志向した。
6　システム運用
【プライベートクラウド環境整備】
・ハードウェアが老朽化したシステム（インフォメーションシステム、保護者ポータル、
BI ツール）において仮想化サーバへ移行したことと併せて、新規開発システム（関大
LMS、留学支援システム、電子決裁システム、教学 IR データベース、国際部奨学金シ
ステム）を同筐体にて構築した。
【ハードウェア更新】
・ハードウェア老朽化に伴い、新サーバへシステム移行を実施した（学生カルテシステム、
健康管理システム、心理相談システム、奨学金システム、薬品管理システム）。
【学事システム】
・WEB 履修のスマートフォン版履修登録機能を追加開発した。
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【インフォメーションシステム】
・スマートフォンサイトにおいて添付ファイルのダウンロードを可能とした。
・お知らせ一覧画面の初期表示順を変更した。
・WEB 履修、シラバス検索のスマートフォン表示対応を実施した。
【モバイルポータルシステム『モバイル関大』】
・モバイル関大 iOS 版アプリに iOS9対応を実施し、Android 版、iOS 版ともに添付ファイ
ルのダウンロード、履修シラバス検索機能の追加並びに教室MAP 追加を実施した。
【学術情報システム】
・ハードウェア老朽化に伴い、サーバ更新とパッケージシステムのバージョンアップを実
施し、学術リポジトリとの連携を強化した。
【クラブ管理システム】
・ユーザインターフェースの改良および、管理系機能の改善を実施した。
【出席管理システム】
・端末アプリや WEB インターフェースの改良により利便性を向上し、利用統計機能を充
実した。
【初中高教務システム】
・授業の出欠入力や進路指導の帳票追加、iPad による保健室来室記録機能を開発した。
【電子出勤簿システム】
・勤務状況表示機能の充実や服務連携機能の改善を実施した。
【緊急連絡メールシステム】
・「防災Day」において全学生に加え、2015年度から教職員にも安否確認メールを配信し、
回答集計など機能一連をシミュレーションした。
－ 59 －
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センター利用状況
（2015.4.1～2016.3.31）
1　教育・研究システム申請状況
⑴　IT センター利用申請数
ア　研究用 Login サーバ利用
学部・研究科
法 文
経済
商
社会 政策創造外国語 人間健康総合情報社会安全シス理工環境都市化学生命工学／理工学研究科心 学研究科法科大学院会計専門職大学院臨床心理国際部 東アジア文化研究科
合
　　
計
専任教育職員 49 94 47 46 56 23 45 26 51 27 86 52 55 0 0 19 10 8 3 0 697
特任教育職員
特別契約職員
5 7 4 2 1 1 2 0 6 1 3 3 4 0 0 4 2 1 8 0 54
客員教授等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
大 学 院 生 84 383 62 81 128 16 150 16 93 22 0 0 0 770 71 234 91 66 0 72 2,339
その他…研究員、教諭など（231）
イ　電子メール・学外Web 利用
学部・研究科
法 文
経済
商
社会 政策創造外国語 人間健康総合情報社会安全シス理工環境都市化学生命工学部／理工学研究科心理学研究科法科大学院会計専門職大学院臨床心理国際部 東アジア文化研究科留学生別科
合
　　
計
専任教育職員 50 94 47 46 56 23 45 26 51 27 86 52 55 0 0 19 10 8 3 0 0 698
特任教育職員
特別契約職員
5 7 4 2 1 1 2 0 6 1 3 3 4 0 0 4 2 1 8 0 0 54
客 員教授等 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 4
大 学 院 生 64 245 35 46 61 13 114 28 109 38 0 0 0 796 127 83 68 66 0 82 0 1,975
学 部 生 3,120 3,403 3,153 3,104 3,484 1,610 730 1,450 2,225 1,173 2,238 1,491 1,336 0 0 0 0 0 0 0 180 28,697
その他…研究員、非常勤講師、職員など（1,836）
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₂　教育・研究システム利用状況
⑴　IT センターホームページ利用
ア　月別セッション数
イ　時間別セッション数
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⑵　電子メール（ Active!mail ）利用
ア　受信回数
イ　送信回数
－ 62 －
⑶　インフォメーションシステム トップページ（ポータルシステム）利用
⑷　パソコン利用
－ 63 －
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⑸　オンデマンドプリント利用
0
50,000
100,000
150,000
200,000
250,000
300,000
350,000
400,000
450,000
500,000
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
白黒 213,306 231,963 255,286 439,569 31,684 91,596 298,019 256,523 273,954 457,644 58,548 85,917
フルカラー 13,025 11,980 13,987 19,158 2,221 7,287 19,730 14,000 14,231 20,327 4,744 6,718
枚
数
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⑹　アプリケーション別 利用回数（ 2₀14．4．1～2₀15．3．31 ）
